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	応用
	抗原情報
	背景
	接着斑は、細胞が細胞外マトリックスに接着することを可能にするアクチンを豊富に含む構造であり、シグナル伝達に関与するタンパク質複合体が集合する場所です。ザイキシンは、接着斑およびアクチン細胞骨格に沿って集積する亜鉛結合リンタンパク質です。ザイキシンは、N末端にプロリンを豊富に含むドメインと、C末端側に3つのLIMドメインを有します。プロリンを豊富に含むドメインは、シグナル伝達経路に関与するタンパク質のSH3ドメインと相互作用する可能性があり、LIMドメインはタンパク質間結合に関与していると考えられます。ザイキシンは、シグナル伝達経路において、接着刺激による遺伝子発現の変化を媒介するメッセンジャーとして機能し、アクチン束の細胞骨格構造を調節する可能性があります。選択的スプライシングにより、同じアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：接着プラークタンパク質。α-アクチニンおよびCRPタンパク質に結合する。遺伝子発現における接着刺激による変化を媒介するシグナル伝達経路の構成要素である可能性がある。,類似性：ジキシン/アジュバファミリーに属する。,類似性：3つのLIM亜鉛結合ドメインを含む。,細胞内局在：接着斑付近のアクチン細胞骨格と会合する。HESX1の存在下で核内に入る。,サブユニット：HPVタイプ6タンパク質E6と相互作用する。HPVタイプ11、16、または18由来のE6タンパク質とは有意に相互作用しない。プロテアーゼに富む領域を介して、ENAHおよびVASPのEVH1ドメインと相互作用する。ENA/VASPファミリーメンバーとの相互作用は、接着斑への標的化とアクチンに富む構造の形成に重要である。,
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	パクリタキセル1μMで24時間処理したJurkat細胞のライセートを、Zyxin（リン酸化Ser142）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

